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上
下
水
道
の
耐
震
化
な
ど
推
進

上
下
水
道
の
耐
震
化
な
ど
推
進

閣
議

決
定
首
都
直
下
地
震
対
策
計
画
を
改
定

公
共
ト
イ
レ
行
列
問
題
の
改
善
へ

女
性
用
が
男
性
以
上
の
基
準
明
示

政
府
は
６
月
１２
日
、
約
１１

年
ぶ
り
に
改
定
し
た
首
都
直

下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本

計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
今

後
１０
年
間
で
防
災
・
減
災
対

策
を
加
速
し
、
達
成
目
標
を

４７
項
目
か
ら
１
８
９
項
目
へ

大
幅
に
拡
充
し
た
。
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
強
靭
化
を
緊
急
に

取
り
組
む
対
策
と
明
確
に
位

置
づ
け
、
上
下
水
道
の
耐
震

化
な
ど
を
強
力
に
推
進
し
て

い
く
。

被
害
が
予
想
さ
れ
る
１
都

９
県
の
緊
急
対
策
区
域
で
は

首
都
中
枢
機
能
の
確
保
な
ど

を
着
実
に
実
施
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
機
能
強
化
な
ど
を
円

滑
・
迅
速
に
進
め
、
被
災
後

の
早
期
復
旧
だ
け
で
な
く
代

替
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
を

追
加
し
た
。

緊
急
対
策
区
域
に
お
け
る

水
道
重
要
施
設
の
導
水
・
送

水
管
耐
震
化
率
は
令
和
５
年

の
４８
％
か
ら
令
和
１２
年
ま
で

に
６２
％
へ
高
め
る
。
重
要
施

設
に
接
続
す
る
下
水
道
管
路

の
耐
震
化
率
も
５
年
の
７１
％

か
ら
１２
年
ま
で
に
８１
％
へ
引

き
上
げ
る
。
こ
の
ほ
か
非
常

用
電
源
な
ど
首
都
中
枢
機
関

の
重
要
機
器
の
稼
働
に
必
要

な
冷
却
水
を
確
保
す
る
。

緊
急
対
策
区
域
に
お
け
る

達
成
目
標
は
①
２
０
０
０
戸

以
上
の
給
水
を
担
う
浄
水
場

の
停
電
対
策
（
現
行
７９
％
↓

目
標
１
０
０
％
）
②
接
続
す

る
上
下
水
道
管
が
い
ず
れ
も

耐
震
化
実
施
済
み
の
施
設
の

割
合
（
現
行
１７
％
↓
目
標
３６

％
）
③
重
要
施
設
の
導
水
・

送
水
管
耐
震
化
率
（
現
行
４８

％
↓
目
標
６２
％
）
④
重
要
施

設
の
取
水
管
耐
震
化
率
（
現

行
６１
％
↓
目
標
７６
％
）
⑤
重

要
浄
水
施
設
の
耐
震
化
率

（
現
行
４２
％
↓
目
標
７６
％
）

⑥
重
要
配
水
池
の
耐
震
化
率

（
現
行
７１
％
↓
目
標
８７
％
）

⑨
重
要
施
設
に
接
続
す
る
下

水
道
管
の
耐
震
化
率
（
現
行

７１
％
↓
目
標
８１
％
）
⑩
重
要

下
水
処
理
施
設
の
耐
震
化
率

（
現
行
４９
％
↓
目
標
６３
％
）

⑪
重
要
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
化

率
（
現
行
４９
％
↓
目
標
６７

％
）
⑫
重
要
大
口
径
水
道
管

の
複
線
化
率
（
現
行
１８
％
↓

目
標
６１
％
）
⑬
重
要
大
口
径

水
道
管
の
複
線
化
計
画
策
定

率
（
現
行
９
％
↓
目
標
１
０

０
％＝

令
和
９
年
）
―
―
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
用

井
戸
な
ど
代
替
水
源
の
確
保

率
は
現
行
の
５７
％
か
ら
１
０

０
％
を
め
ざ
す
。

工
業
用
水
道
施
設
に
つ
い

て
は
基
幹
管
路
の
耐
震
適
合

率
（
現
行
５０
％
↓
目
標
６５

％
）
、
取
水
施
設
の
耐
震
化

率
（
現
行
３６
％
↓
目
標
５０

％
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
６
月
１２
日
、
公
共
ト
イ
レ
行
列
問
題
の
改
善
に
向
け
た
対
応
方
針
と
し
て
新
た
に
「
ト
イ
レ
の

便
器
数
に
係
る
基
準
と
適
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。
男
女
の
性
差
を
踏
ま
え
、
ト

イ
レ
の
待
ち
時
間
が
平
等
に
な
る
よ
う
原
則
と
し
て
利
用
者
が
お
お
む
ね
男
女
同
数
で
あ
る
施
設
で
は
女
性
用
便

器
数
が
男
性
用
便
器
数
以
上
と
な
る
基
準
を
明
示
し
た
。
関
係
府
省
な
ど
と
連
携
し
て
周
知
・
普
及
に
努
め
、
男

女
を
問
わ
ず
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
生
活
環
境
の
実
現
を
め
ざ
す
。

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
５
」

で
女
性
用
ト
イ
レ
の
利
用
環

境
の
改
善
に
向
け
た
対
策
の

推
進
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
国
交
省
は
有
識
者

会
議
に
お
け
る
議
論
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結

果
に
基
づ
き
第
４
回
国
土
交

通
省
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
推

進
本
部
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

決
定
し
た
。

国
交
省
の
調
査
に
よ
る
と

ト
イ
レ
の
利
用
に
あ
た
っ
て

多
く
の
女
性
が
行
列
に
並
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

不
満
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た

男
性
用
ト
イ
レ
で
も
利
用
者

の
回
転
率
の
低
い
大
便
器
で

行
列
が
発
生
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

ト
イ
レ
の
便
器
数
に
関
す
る

基
準
の
点
検
・
見
直
し
を
行

い
、
男
女
を
問
わ
ず
快
適
に

ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
基
準

と
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

方
策
と
し
て
便
器
を
増
設
す

る
こ
と
が
も
っ
と
も
効
果
的

で
あ
り
、
基
準
の
適
用
に
際

し
て
は
実
態
調
査
な
ど
に
よ

る
デ
ー
タ
の
収
集
・
反
映
に

努
め
、
施
設
に
応
じ
た
調
整

を
行
う
。

ト
イ
レ
の
面
積
は
男
性
用

と
女
性
用
を
同
じ
に
す
る
こ

と
を
前
提
に
せ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
必
要
と
な
る
便
器
数
や
設

備
な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で

適
切
な
面
積
を
設
定
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
利
用
者

の
男
女
比
が
大
き
く
変
動
す

る
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
男
女
の
便
器
数
を
柔
軟
に

調
整
で
き
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。

ま
た
施
設
内
の
ト
イ
レ
に

限
ら
ず
地
域
内
の
ト
イ
レ
の

連
携
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
民
や
来
訪
者
の
ト
イ
レ
の

利
用
機
会
を
分
散
さ
せ
る
た

め
、
地
域
内
の
ト
イ
レ
の
位

置
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
公
表

す
る
仕
組
み
が
有
効
だ
。

一
部
の
自
治
体
で
は
店
舗

や
寺
社
な
ど
の
協
力
を
得
て

ト
イ
レ
を
開
放
す
る
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
東
京
都
町
田
市
で
は
公
共

ト
イ
レ
協
力
店
制
度
を
運
用

し
て
お
り
、
協
力
店
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
・
公

表
し
て
い
る
。

便器数でガイドライン便器数でガイドライン

トイレの利用に関する
民間協力の事例（町田市）
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